
•関戸公民館 19～21時

•中央図書館 10～12時

令和７年 ７月28日

８月 ３日

（月）

（日）
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アセットマネジメント計画策定に向けた市民フォーラム

これまでの取組



多摩市公共施設の見直し方針と行動プログラム

策定の背景（平成２５年１１月策定）

これまでに短期集中的に多くの公共施設を整備

少子化・高齢化が進むと、社会保障費増・税収減

一斉に更新時期を迎える施設の財源確保が課題

3



多摩市公共施設の見直し方針と行動プログラム

目的
● 安全に使い続ける
● 施設全体のダイエット
● 時代のニーズに合わせた施設への機能転換

プログラム期間（計画年度） ： 10か年（H26～R5）
施設ごとの対応方針を、～H27をステップ１、～R5をステップ２、
R6～をステップ３に分けて取組を実施

計画額（目標額） ： 90億円
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多摩市公共施設の見直し方針と行動プログラム
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プログラム期間（計画年度）：10か年（H26～R5）
計画額（目標額）：90億円
・７５５億円 ・・公共施設に支出できる額（地方債、国都補助金等を最大限活用した場合の試算額）
・８４５億円 ・・公共施設にかかるとして試算した経費の合計（策定当時のすべての施設を存続した場合の維持管理費、運営費、改修費）

改修費
205億円

支出可能額
755億円

目標額
90億円

維持・管理経費
640億円

支出見込み額
845億円 改修費

約410億円

維持・管理経費
約652億円

支出額
約1,062億円

より多くの
行政需要に
対応

多摩市公共施設の見直し方針と行動プログラム

6

H26～R5
の累計



これまでの取組

学校跡地の機能転換

南豊ヶ丘フィールド
（旧南豊ヶ丘小学校）

市民活動・交流センター、多摩ふるさと資料館
（旧北貝取小学校）

旧南豊ヶ丘小学校をスポーツや健康づ
くりの場として整備し、災害時には防
災避難所として使用できるようにしま
した。

旧北貝取小学校を改修し、コミュニ
ティやサークルの活動・交流を行う
「市民活動・交流の場」及び文化財の
収蔵展示や体験学習ができる「文化財
の収蔵等機能」を備えた施設に転換し
ました。
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これまでの取組

都市計画税の活用

パルテノン多摩 多摩市立中央図書館

都市計画税の使途の拡大について、議会とともに国や都に要望してきまし
た。その結果、パルテノン多摩や多摩市立中央図書館、多摩中央公園の整備
の財源として活用できることとなりました。
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これまでの取組

多摩中央公園の改修整備と運営は
民間活力を導入し、長期的な管
理・運営が可能となり、より魅力
のある公園として再整備しまし
た。

Park-PFI事業

多摩中央公園

多摩中央公園の改修整備とあわせ
て、これまで市内の公園にはな
かった民間事業者による飲食店が
立地しました。
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これまでの取組

グリーンインフラ・公民連携

聖蹟桜ヶ丘駅北地区の低未利用地に
せいせきカワマチ（多摩川河川敷芝
生広場・キッチンカー停車場）を整
備し、河川敷等を起点にまち全体に
賑わいを創出しています。

聖蹟桜ヶ丘かわまちづくり

協議会の構成団体から、エリアマネ
ジメント団体を組成。公民連携によ
り持続可能な管理運営体制の構築に
取り組んでいます。
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アセットマネジメント計画策定に向けた市民フォーラム

今後の多摩市
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多摩市を取り巻く環境等の変化

＜地球温暖化＞
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多摩市を取り巻く環境等の変化

＜自然災害の激甚化＞

被災前

一ノ宮公園 庭球場

被災後

令和元年台風第19号
（市内施設の被害の一部）



多摩市を取り巻く環境等の変化

19％
増加

20％
減少

19％
減少

生産年齢人口
(15～64歳)

老年人口
(65歳以上)

年少人口
(0～14歳)

推計値

※：国勢調査、国立社会保障・人口問題
研究所「日本の地域別将来推計人
口（令和5（2023）年推計）」を基
に作成
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多摩市を取り巻く環境等の変化

出典：多摩市公式HP 多摩市の健幸データを紹介します！
https://www.city.tama.lg.jp/kenkofukushi/kenkou/about/1002753.html 15

＜多摩市は元気な高齢者が多いまち＞

東京都平均と比較して65歳健康寿命※１が長く、支援を必要とする期
間も短いことが示されており、健康寿命は都内トップレベルです。

※１ 「65歳健康寿命（要支援1・要介護2）」は、65歳の人が、要支援1※２または要介護2※３以上の認定を受けるまでの状態を
「健康」と考え、その認定を受けた年齢を平均的にあらわすものです。
※２ 基本的な日常生活はほぼ自分で行うことが出来るが、要介護状態にならないように何らかの支援が必要
※３ 排泄・入浴、洗顔、つめ切り等に一部介助又は全介助が必要



多摩市を取り巻く環境等の変化

出典：住民基本台帳(平成22年4月1日現在人口、令和5年4月1日現在人口)
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＜人口増減（2010年→2025年）＞

郊外部の人口が

減少している一方、

駅周辺の人口が

増加しています。



今後の多摩市

今後の多摩市をまとめると…

生産年齢人口の減少による

歳入の減少
市債等（借金）の増加により、

公債費の大幅な増加も
公共施設等に関する費用

約530億円以上

郊外部の人口減少
駅周辺の人口集積

健康寿命
都内トップレベル

人口減少及び高齢化

＜人口動向＞

＜財政状況＞

公共施設をミライにつなぐことが必要 17

自然環境との共生自然災害の激甚化気候変動

＜自然環境＞



アセットマネジメント計画策定に向けた市民フォーラム

アセットマネジメント計画の骨子



数値目標（90億円）を設定、各施設を見直し

各施設の見直し時期を市民と共有

「施設総量及び経費の縮減」に強い印象

施設の役割やサービス・機能から見た見直しはされたのか

時代の変化に柔軟に対応して、

役割機能を発揮できる公共施設へ

行動プログラムの評価
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総合計画を施設政策から支えるため、
アセットマネジメント計画を策定します

将来都市像

計画策定の目的

アセットマネジメント計画の骨子

20

目的 方針 取組方向性・
手法

令和５年度からスタートした
多摩市の最上位計画



目的の実現に向けた方針

方針の３つの柱

アセットマネジメント計画の骨子
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目的 方針 取組方向性・
手法

持続可能な行財政運営を前提に、
将来ニーズを見据えた公共サービス・機能を展開

※多摩市では、健幸とは「「健康」と「幸せ」の両方が備わり、自分らしく毎日いきいきと暮らしている状態」と定義しています
（多摩市健幸まちづくり基本方針（令和６年３月改定））。

１．市民の健幸※に資する公共サービスを展開

２．情勢変化に柔軟に対応しながら、公共サービス・施設の最適化を実施

３．公共施設の更新にかかる負担を次世代に先送りしない行財政運営を推進



目的を実現するための方向性・手法

・多様な主体が、多様な目的・分野・用途に使える公共施設への転換を進め、公共施
設という「場」をシェア

・民間企業やＮＰＯ、地域住民等が所有・管理する民間施設等と連携・協力し、利用
促進や地域活性化などにつなげていく

・将来の人口動態、ニーズの予測などを踏まえて、柔軟に対応できるよう、
施設等の再編・再整備を検討

・確実に財源を確保するため、国都の交付金・補助金の活用、低未利用地の積極的
な活用

アセットマネジメント計画の骨子
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目的 方針 取組方向性・
手法



アセットマネジメント計画の骨子

自己所有にこだわらず、民有地・民有施設の借り上げや類似する民間サービス等への転換を検討

各地域に所在する民間の集会施設等との連携を検討

新たなニーズに応える鉄道駅周辺への集約化・複合化

持続可能なまちづくりに向けて、グリーンインフラ等の環境面での展開

民間活力の活用や多様な分野との連携

市民参加による施設の維持管理・運営

社会状況やニーズにあわせて利用方法等の工夫・見直し

例えば…
空いている時間を上手に使う

教室 体育館

地域
コミュニティ
センターなど

ひとつの建物をみんなで使う

目指すミライに向けた取組
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目的 方針 取組方向性・
手法



目指すミライの姿

～2040年代の多摩市～
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アセットマネジメント計画策定に向けた市民フォーラム

公共施設をミライにつなぐために



公共施設をミライにつなぐために

豊ヶ丘・東寺方・諏訪にある複合施設（老人福祉館・地
区市民ホール）について、大規模改修等の時期に合わ
せて、世代を問わず広く利用可能なコミュニティ施設
への転換を進めます。

公共施設という「場」をシェア

地域住民との意見交換会等のチラシ 26



公共施設をミライにつなぐために

多摩第三小学校の建替えに合わせて、近隣に分散し
ている学童クラブやコミュニティセンターを学校敷地
内に一体的に整備することも含めて、検討を進めま
す。

学校敷地内への複合化を検討

27



公共施設をミライにつなぐために

多摩清掃工場の新焼却施設の建設時期にあわせて、
隣接する総合福祉センターや温水プールの改修内容
等について検討を進めます。

施設等の再編・再整備を検討
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